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情報科学研究科 
 
教授　千原　國宏 

■採択一覧 
申 請 分 野 プログラムの名称 専 攻 等 名 拠点リーダー 

生 命 科 学 フロンティアバイオサイエンスへの展開 

バイオサイエンス研究科 

  　細胞生物学専攻 

　分子生物学専攻 

情報科学研究科 

　情報生命科学専攻 

遺伝子教育研究センター 

バイオサイエンス 
研究科 
 
教授　磯貝　　彰 

情報・電気・電子 ユビキタス統合メディアコンピューティング 

情報科学研究科 

　情報処理学専攻 

　情報システム学専攻 

情報科学センター 

「
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」 

の
採
択
に
つ
い
て〔
学
長
談
話
〕 

 

　
文
部
科
学
省
は
、10
月
2
日（
水
）、

平
成
１４
年
度
の
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
採
択
結
果
を
発
表
し
、本
学
か

ら
２
つ
の
研
究
拠
点
が
採
択
さ
れ
た
。 

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、第
三
者
評
価
に

基
づ
く
競
争
原
理
に
よ
り
、世
界
的
な

研
究
教
育
拠
点
の
形
成
を
重
点
的
に

支
援
し
、国
際
競
争
力
の
あ
る
世
界
最

高
水
準
の
大
学
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
、本
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、大
学
院
博
士
課
程
の
専
攻
等
の
研

究
教
育
拠
点
形
成
計
画
に
つ
い
て
、各

大
学
の
学
長
か
ら
申
請
を
受
け
、学
問

分
野
別
に
第
三
者
評
価
を
行
い
、補
助

金
が
交
付
さ
れ
る
。 

　
交
付
先
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、文
部
科
学
省
外
に
お
い
て
、日
本
学

術
振
興
会
を
中
心
に
運
営
さ
れ
る
「
21

世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
」
が

審
査
・
評
価
等
を
担
当
し
て
い
る
。 

　
本
学
が
申
請
し
た
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
採
択
さ
れ
た
の
は
大
変
嬉
し
い
こ
と

で
す
。 

　
本
学
は
、「
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
研
究
教
育

活
動
に
対
す
る
外
部
評
価
と
し
て
、ま

た
、世
界
最
高
水
準
の
大
学
づ
く
り
へ
の

取
組
み
が
評
価
さ
れ
る
良
い
機
会
と
し

て
積
極
的
に
対
応
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
結
果
は
、本
学
の
創
立
以
来
の
研

究
教
育
活
動
や
本
学
の
将
来
性
に
つ
い

て
、一
定
の
評
価
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
と
同
時
に
、今
後

の
研
究
教
育
活
動
に
対
し
益
々
重
大
な

責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
今
回
の
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、歴
代

学
長
で
あ
る
櫻
井
・
山
田
両
名
誉
教
授

が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
先
見
の
明
を

持
っ
て
大
学
を
運
営
さ
れ
て
き
た
こ
と
、

そ
し
て
、本
学
の
教
職
員
・
学
生
が
常
に

世
界
を
視
野
に
入
れ
て
研
究
教
育
活
動

を
行
っ
て
き
た
こ
と
、さ
ら
に
、文
部
科

学
省
、地
元
自
治
体
・
経
済
界
の
関
係

各
位
の
御
支
援
が
礎
に
な
っ
て
い
る
と
承

知
し
て
お
り
ま
す
。 

　
も
ち
ろ
ん
、こ
の
結
果
は
、新
た
な
ス
タ

ー
ト
で
あ
り
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
に
は
、２
年
経
過
後
に
再
び
評
価

が
な
さ
れ
ま
す
。
採
択
の
結
果
を
真
摯

に
受
け
止
め
、一
つ
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

と
し
て
更
な
る
努
力
を
積
み
重
ね
、本

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
で
あ
る
「
国
際
競
争

力
の
あ
る
個
性
輝
く
大
学
づ
く
り
」
を

一
層
推
進
し
、大
学
院
大
学
の
進
展
・

育
成
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

　
平
成
14
年
10
月
２
日 

　
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
長 

鳥
　
居
　
宏
　
次 

鳥　居 　宏　  次　学長 
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▲バイオサイエンス研究科 

N
A
I
S
T
  「
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
概
要
　

（１）
 

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容 

 

（1）
目
的 

　
動
植
物
・
微
生
物
に
普
遍
的
な
、あ
る
い
は

各
生
物
が
固
有
に
有
す
る
「
細
胞
機
能
を
支

え
る
動
的
分
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
研
究
を
展
開

し
、２１
世
紀
の
生
物
学
の
方
向
を
世
界
に
発

信
す
る
。さ
ら
に
、こ
の
研
究
活
動
を
通
し
て
、

次
代
の
世
界
レ
ベ
ル
の
生
物
学
研
究
を
担
え

る
大
学
院
生
の
教
育
や
若
手
研
究
者
の
養
成

を
行
う
。 

　
こ
れ
ら
の
研
究
教
育
活
動
に
よ
っ
て
、本
学

を
世
界
有
数
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
研
究
教

育
拠
点
に
す
る
。 

 

（2）
取
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
内
容 

　
２０
世
紀
の
生
物
学
は
、細
胞
や
生
物
個
体

の
機
能
の
背
景
に
あ
る
様
々
な
遺
伝
子
を
明

ら
か
に
し
て
き
た
。
多
く
の
生
物
の
ゲ
ノ
ム
が

解
読
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

の
新
し
い
研
究
の
方
向
が
広
が
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
過
程
で
、

細
胞
内
で
多
く
の
遺
伝
子
産
物
で

あ
る
タ
ン
パ
ク
質
分
子
が
縦
横

に
相
互
作
用
し
な
が
ら
、細
胞
の
分
化
や
複

製
、環
境
応
答
な
ど
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
き
た
。
ゲ
ノ
ム
配
列
が
解
読
さ
れ
、各

生
物
が
ど
の
よ
う
な
遺
伝
子
を
持
っ
て
い
る
か

そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
現
在
、こ
う
し
た
相
互
作
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
研
究
が
現
実
に
可
能
に
な
っ
た
。こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
で
は
、動
物
、植
物
、微
生
物

な
ど
、す
べ
て
の
生
物
が
生
存
す
る
た
め
の
２

つ
の
機
構
、す
な
わ
ち
、○１  

細
胞
を
作
り
、さ
ら

に
○２
外
界
の
情
報
を
取
り
込
ん
で
よ
り
良
い

細
胞
環
境
を
作
る
た
め
の
、細
胞
内
外
の
分

子
の
動
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
解
明
を
目
指
し
て

研
究
を
進
め
る
。そ
し
て
、こ
れ
ま
で
の
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
研
究
の
中
心
で
あ
っ
た
細
胞
生
物

学
、分
子
生
物
学
及
び
構
造
生
物
学
に
情
報

生
命
科
学
と
い
う
新
し
い
学
問
体
系
を
融
合

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、新
し
い
生
物
学
の
展

開
を
目
指
す
。 

 

（3） 

教
育
の
取
組
み 

　
私
た
ち
は
、広
範
な
専
門
分
野
の
学
部
科

目
を
履
修
し
て
き
た
学
生
を
高
度
な
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
研
究
に
参
加
さ
せ
る
の
に
先
立
っ

て
、組
織
化
さ
れ
た
大
学
院
教
育
を
実
行
し

て
い
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る
に
あ
た

り
、こ
れ
ま
で
の
大
学
院
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
さ
ら
に
充
実
し
、次
の
よ
う
な
教
育
方
針

を
新
た
に
掲
げ
た
。 

　
世
界
レ
ベ
ル
の
生
物
学
研
究
を
担
え
る
大

学
院
生
の
教
育
は
、心
・
技
・
体
の
総
合
的
教

育
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
研
究
者
に
と
っ
て

「
心
」
は
科
学
者
の
心
で
あ
る
科
学
者
倫
理

観
及
び
生
命
倫
理
観
の
養
成
で
あ
り
、「
技
」

は
科
学
的
技
術
の
養
成
、「
体
」
は
科
学
を
遂

行
す
る
頭
脳
と
科
学
セ
ン
ス
の
養
成
で
あ
る

と
定
義
し
て
い
る
。
現
行
の
講
義
科
目
「
生
命

倫
理
」
に
加
え
、「
科
学
者
倫
理
」
を
大
学
と

協
力
し
て
創
設
し
、科
学
者
と
し
て
の
「
心
」

教
育
を
実
施
す
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
若
手
研
究

者
養
成
実
施
計
画
で
は
、優
秀
な
学
生
の
確

保
と
支
援
、博
士
前
期
課
程
か
ら
後
期
課
程

ま
で
の
研
究
者
養
成
一
環
教
育
、研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
立
案
実
施
能
力
の
開
発
、国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
開
発
、世
界
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
研
究
室
で
の
実
験
と
研
究
討
論
実
施
及

び
国
際
会
議
へ
の
積
極
的
参
加
に
よ
る
研
究

成
果
の
ア
ピ
ー
ル
力
の
養
成
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
進
め
、「
技
」
及
び
「
体
」の
教
育
を
実
施

す
る
。 

 
（4） 
社
会
的
意
義
と
社
会
へ
の
貢
献 

　
現
代
社
会
が
抱
え
る
世
界
的
な
課
題
の
解

決
に
向
け
、科
学
へ
の
要
請
と
期
待
は
高
ま
る

ば
か
り
で
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
遂
行
す
る

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は
、２１
世
紀
の
基

礎
生
物
学
の
発
展
に
資
す
る
ば
か
り
で
な

く
、社
会
が
要
請
し
て
い
る
医
療
問
題
、環
境

保
全
、食
糧
資
源
の
確
保
の
た
め
の
応
用
研

究
の
重
要
な
シ
ー
ズ
と
な
る
。
私
た
ち
の
研
究

成
果
を
基
に
こ
れ
ら
の
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

連
携
し
、社
会
のq

u
ality

   

　o f      

　life

の
向
上
に

貢
献
す
る
。 

　
ま
た
、一
般
市
民
向
け
公
開
講
座
、高
校

生
や
大
学
生
対
象
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実

施
な
ど
を
通
し
て
、バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
の

重
要
性
の
社
会
的
合
意
形
成
や
未
来
の
科
学

者
発
掘
に
貢
献
す
る
。 

分
野
／
A
〈
生
命
科
学
〉 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
へ
の
展
開 

（E
xp
lo
itin
g

　N
e
w
 

　 F
ro
n
tie
rs
  

　in
 

　B
io
s
c
ie
n
c
e

） 

拠
点
リ
ー
ダ
ー 

     

　
磯
貝
　
彰
　
教
授 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
　
細
胞
生
物
学
専
攻 



AUTUMN 2002  せんたん ３ 

▲情報科学研究科 

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容 

 

（1）
目
的 

　
高
度
情
報
通
信
社
会
に
お
い
て
ニ
ー
ズ
の
高
い
超
高

速
高
信
頼
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
・
安
全
性
・
信

頼
性･

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の
先
端
的
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

技
術
開
発
を
促
進
す
る
問
題
解
決
型
科
学
の
研
究
教

育
拠
点
を
目
指
す
。 

 

（2）
取
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
内
容 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
普
及
と
そ
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
に
よ
る
高
度
情
報
通

信
社
会
の
到
来
を
迎
え
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
す
み
ず
み
ま

で
行
き
渡
っ
た
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
と

い
う
本
学
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
に
、従
来
の

基
礎
研
究
と
応
用
研
究
と
い
う
古
典
的
枠
組
み
で
は
な

く
、既
に
欧
米
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
問
題
解
決
型

の
戦
略
研
究
を
実
施
す
る
研
究
教
育
拠
点
を
形
成
し
、

我
々
人
間
の
日
常
生
活
と
知
的
活
動
を
支
援
す
る
た
め

の
情
報
基
盤
技
術（
次
世
代
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
・
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
・
メ
デ
ィ
ア
創
造
技
術
）の
研
究
開

発
を
目
指
す
。 

 

（3） 

教
育
の
取
組
み 

　
高
度
情
報
化
社
会
に
お
い
て
深
刻
と
な
っ
て
い
る
情
報

デ
バ
イ
ド
問
題
な
ど
ユ
ビ
キ
タ
ス
統
合
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
保

有
し
た
高
度
な
研
究
者
・
技
術
者
の
組
織
的
な
育
成
を

目
指
し
た
教
育
を
実
施
す
る
。 

 

（4） 
社
会
的
意
義
と
社
会
へ
の
貢
献 

　
わ
が
国
の
技
術
水
準
が
国
際
的
に
高
い
学
術
分
野
で

あ
る
移
動
体
通
信
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
や
ゲ
ー
ム

等
の
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
創
造
技
術
の
２
つ
の
分
野
を
融

合
し
戦
略
研
究
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、世
界
的
に

最
高
水
準
の
研
究
教
育
拠
点
の
実
現
を
目
指
し
て
お

り
、世
界
に
先
駆
け
た
新
技
術
や
産
業
の
創
出
が
期
待

で
き
る
。
具
体
的
に
は
、次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し

て
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
人
間
の
活
動
を
支
援
す
る
情
報

機
器
、我
々
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
日
常
生
活
を
支
援
す

る
人
間
共
生
型
ロ
ボ
ッ
ト（
ロ
ボ
ッ
ト
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
捉
え
る
考
え
方
は
、欧
米
で
は
見
ら
れ
な
い
わ
が
国
独

自
の
も
の
で
あ
る
）な
ど
の
研
究
開
発
に
お
い
て
先
進
的

な
研
究
成
果
が
期
待
さ
れ
る
等
、社
会
的
な
意
義
と
そ

の
波
及
効
果
は
極
め
て
大
き
く
社
会
に
貢
献
す
る
。 

分
野
／
Ｃ
〈
情
報
、電
気
、電
子
〉 

ユ
ビ
キ
タ
ス
統
合
メ
デ
ィ
ア 

　
　
　
　
　
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ 

（U
b
iq
u
ito
u
s

 
　N

e
tw
o
rke
d

 

　 M
e
d
ia

 

　 C
o
m
p
u
tin
g

） 

拠
点
リ
ー
ダ
ー 

     

　
千
原
　
國
宏
　
教
授  

　
情
報
科
学
研
究
科
　 

情
報
処
理
学
専
攻 

N
A
I
S
T
  「
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
概
要
　

（２）
 



AUTUMN 2002  せんたん ４ 

解    　明 

▲鹿内助教授 

　
鹿
内
利
治 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
助
教
授

（
当
時
・
助
手
）ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、強
い
光
で

障
害
を
受
け
や
す
い
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
の
変
異
株

の
研
究
に
よ
り
、発
見
以
来
５０ 
年
余
り
そ
の
生
理

機
能
が
未
知
で
あ
っ
た
光
合
成
の
光
化
学
系
I
周

辺
循
環
的
電
子
伝
達
が
、光
障
害
回
避
に
極
め
て

重
要
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

と
、８
月
６
日（
火
）、学
内
に
お
い
て
記
者
発
表
し

た
。
発
表
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。 

 

　
光
合
成
は
、太
陽
の
発
す
る
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

命
が
利
用
で
き
る
形（
簡
単
に
言
え
ば
栄
養
）に
置

き
換
え
る
反
応
で
あ
る
。
植
物
に
限
ら
ず
、全
て
の

生
命
活
動
は
光
合
成
に
依
存
し
て
い
る
。
光
合
成

は
、光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
な
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー（
還

元
力
で
あ
る
N
A
D
P
H
や
A
T
P
）に
置
き
換

え
る
明
反
応
と
、そ
れ
を
利
用
し
て
二
酸
化
炭
素

か
ら
糖
な
ど
を
つ
く
り
出
す
暗
反
応
に
分
け
ら
れ

る
。
両
者
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
こ
と
が
大
事

で
、明
反
応
で
つ
く
り
出
す
還
元
力
を
暗
反
応
で

使
い
切
れ
な
い
と
、過
剰
な
還
元
力
は
有
害
な
活

性
酸
素
の
生
成
に
つ
な
が
る
。
活
性
酸
素
は
光
合

成
装
置
を
破
壊
し
、そ
れ
が
進
行
す
る
と
葉
の
褐

変
な
ど
目
で
見
え
る
障
害
に
至
る
。こ
れ
が
光
障

害
で
、砂
漠
な
ど
悪
環
境
で
植
物
が
生
き
ら
れ
な
い

大
き
な
要
因
で
あ
る
。
植
物
に
と
っ
て
こ
の
光
の
効

果
の
二
面
性
は
深
刻
で
あ
る
。
自
然
環
境
で
は
、光

の
不
足
と
過
剰
が
秒
か
ら
分
の
オ
ー
ダ
で
入
れ
代

わ
り
、そ
れ
に
即
座
に
対
応
で
き
な
い
と
、光
障
害

を
起
こ
し
た
り
、光
が
不
足
し
た
状
況
下
で
光
合

成
効
率
を
落
と
す
結
果
と
な
る
。 

　
光
環
境
の
変
動
の
問
題
が
最
も
深
刻
な
の
は
、

太
陽
に
直
接
照
ら
さ
れ
る
陸
上
高
等
植
物
で
あ

る
。
高
等
植
物
が
と
っ
た
の
は
、多
過
ぎ
る
光
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
熱
と
し
て
捨
て
る
戦
略
で
あ
る
。こ
の
反

応
は
弱
光
下
で
は
光
合
成
効
率
を
下
げ
る
の
で
、

光
の
過
剰
を
モ
ニ
タ
ー
し
制
御
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。で
は
、植
物
は
い
か
に
光
強
度
を
知
る
の
か
？ 

　
植
物
が
光
を
受
け
る
と
葉
緑
体
と
呼
ば
れ
る
細

胞
内
の
小
器
官
の
中
で
電
子
の
流
れ
が
生
じ
る
。こ

れ
が
光
合
成
電
子
伝
達
で
、安
定
な
化
学
エ
ネ
ル
ギ

ー
蓄
積
の
原
動
力
で
あ
る
。
電
子
移
動
に
伴
い
、葉

緑
体
内
の
チ
ラ
コ
イ
ド
膜
と
呼
ば
れ
る
膜
を
介
し

た
水
素
イ
オ
ン
の
濃
度
勾
配
が
で
き
、膜
の
内
側
は

酸
性
に
な
る
。こ
の
水
素
イ
オ
ン
の
勾
配
が
A
T
P

合
成
に
必
要
な
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
そ
れ
と
同

時
に
、膜
の
内
側
の
過
度
の
酸
性
化
は
、過
剰
な
光

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
て
い
る
と
い
う
情
報
を
発
信
す

る
。
す
な
わ
ち
植
物
は
、チ
ラ
コ
イ
ド
膜
内
側
に
pH

セ
ン
サ
ー
を
持
っ
て
お
り
、強
光
の
照
射
に
よ
り
電

子
伝
達
量
が
増
加
し
、膜
内
側
が
過
度
に
酸
性
化

さ
れ
る
と
、過
剰
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熱
と
し
て
捨
て
る

反
応
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
の
で
あ
る
。こ
の
反
応

を
起
こ
せ
な
い
変
異
株
は
、恒
常
的
な
強
光
に
は

思
い
の
ほ
か
耐
性
で
あ
る
が
、自
然
環
境
の
変
動
す

る
光
環
境
下
で
は
大
き
く
光
合
成
収
率
を
落
と

す
。
実
験
室
で
は
気
付
き
に
く
い
真
の
植
物
生
理

学
の
領
域
で
あ
る
。 

　
過
剰
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熱
と
し
て
捨
て
る
反

応
は
、ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
蛍
光
と
い
う
特
殊
な
光
を
モ
ニ

タ
ー
す
る
こ
と
で
、観
察
で
き
る
。
図
１
は
、野
生
型

の
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
と
p
g
r
5
と
呼
ん
で
い
る
変
異

株
に
強
い
光
を
当
て
た
時
に
観
察
さ
れ
る
蛍
光
を

示
し
て
い
る
。
野
生
型
は
過
剰
な
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

熱
と
し
て
捨
て
る
た
め
蛍
光
量
が
低
い
が
、

p
g
r
5は
そ
の
反
応
を
起
こ
せ
ず
、高
い
蛍
光
を
発

し
て
い
る
。p
g
r
5
を
詳
し
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、チ
ラ

コ
イ
ド
内
側
を
酸
性
化
す
る
電
子
伝
達
経
路
に
異

常
が
見
つ
か
っ
た
。こ
の
電
子
伝
達
は
「
光
化
学
系

I
循
環
的
電
子
伝
達
」（
図
2
）と
呼
ば
れ
、50
年

程
前
発
見
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
教

科
書
に
記
述
さ
れ
る
直
線
的
電
子
伝
達
の
概
念
が

確
立
さ
れ
る
と
、こ
の
謎
の
電
子
伝
達
経
路
の
意

義
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
。
生
理
機
能
が
不
明
で
電

子
伝
達
に
関
わ
る
遺
伝
子
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
我
々
は
、シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
突
然
変
異
株
の

解
析
か
ら
、こ
の
電
子
伝
達
経
路
に
関
わ
る
遺
伝

子
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
、そ
の
経
路
が
植
物
の
光

環
境
変
動
に
対
す
る
反
応
に
重
要
な
働
き
を
し
て

い
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
論
文
作
成
に
は
、50
年
前

の
研
究
の
歴
史
を
調
べ
直
す
必
要
が
あ
っ
た
。
温
故

知
新
で
あ
る
。 

図2 
光化学系I循環的電子伝達   

▲
 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科 

　
　
形
質
発
現
植
物
学
講
座 

鹿
内
　
利
治
　
助
教
授 
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N
E
W
S!

N
E
W
S!

学
長
説
明
会
を

学
長
説
明
会
を
開
催
開
催 

学
長
説
明
会
を
開
催 

　
学
長
説
明
会
「
本
学
の
将
来
構
想
と
当
面

の
諸
課
題
に
つ
い
て
」
が
、７
月
２６
日（
金
）、ミ

レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
同
説

明
会
は
教
職
員
の
大
学
改
革
へ
の
理
解
を
深

め
、意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、197
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

　
当
日
は
、鳥
居
学
長
か
ら
、本
学
の
教
育
研

究
の
活
性
化
へ
の
取
組
み
、将
来
構
想
、２１
世

紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
国
立
大
学
法
人

化
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、法
人
化
に
向

け
、教
官
・
事
務
官
の
枠
を
越
え
た
大
学
運

営
体
制
の
確
立
と
適
正
な
評
価
が
活
か
さ
れ

る
生
き
が
い
の
あ
る
組
織
作
り
な
ど
を
通
じ

て
、本
学
の
将
来
構
想
を
実
現
し
て
い
き
た
い

と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。
学
長
か
ら
の
説
明

の
後
に
は
、活
発
な
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
、教

職
員
の
大
学
改
革
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺
え

た
。 

　
ま
た
、説
明
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開

か
れ
、忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。 

　
第
１
回
N
A
I
S
T
産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
ナ
ノ
テ
ク
へ
の
挑
戦
」
が
、８
月
21
日

（
水
）、関
西
経
済
連
合
会
会
議
室
に
お
い
て
、

社
団
法
人
関
西
経
済
連
合
会
及
び
財
団
法

人
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
支
援

財
団
と
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。 

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成
10
年
度
か
ら 

13
年
度
ま
で
毎
年
１
回
開
催
し
て
き
た

「
N
A
I
S
T
関
西
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
名
称
が

変
更
さ
れ
た
も
の
で
、本
学
の
先
端
的
な
研

究
成
果
や
独
創
的
な
研
究
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、関
西
に
お
け
る
研
究
実
務
者
レ
ベ
ル

の
交
流
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

本
年
度
か
ら
年
３
回
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
第
１
回
と
な
っ
た
今
回
は
、｢

ナ
ノ
テ
ク
へ

の
挑
戦｣

を
テ
ー
マ
と
し
、産
業
界
等
か
ら
の

参
加
者
約
50
名
に
本
学
の
研
究
成
果
を
発

表
し
た
。 

　
当
日
は
、辻
井
昭
雄 

　

社
団
法
人
関
西
経

済
連
合
会
学
研
都
市
部
会
長
、安
田
國
雄
　 

副
学
長
の
挨
拶
の
後
、冬
木 

隆
・
小
夫
家
芳

明
・
藤
木
道
也
の
物
質
創
成
科
学
研
究
科
各

教
授
に
よ
る
講
演
及
び
質
疑
応
答
並
び
に
塩

満
典
子
　 

先
端
科
学
技
術
研
究
調
査
セ
ン
タ

ー
教
授
に
よ
る
本
学
の
産
学
連
携
活
動
に
つ

い
て
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、講
演
の
後

に
は
交
流
会
が
開
か
れ
、参
加
者
と
本
学
教

官
と
の
直
接
対
話
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
。 

ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
表
面
解
析

表
面
解
析
の
新
展
開

新
展
開
」を
開
催
開
催 

ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
表
面
解
析
の
新
展
開
」を
開
催 

第
１
回
N
A
I
S

N
A
I
S
T
産
学
連
携

産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム「
ナ
ノ
テ
ク
へ
の
挑
戦
挑
戦
」を
開
催
開
催 

　
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
表
面
解
析
の

新
展
開
」
が
、７
月
30
日（
火
）、物
質
創
成
科

学
研
究
科
棟
F
105
小
講
義
室
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、固
体
表
面
を

新
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
手
法
で
解
析
し
て
い
る
豊

田
工
業
大
学
の
研
究
者
10
名
と
、同
研
究
科

の
凝
縮
系
物
性
学
講
座
を
中
心
と
す
る
研

究
グ
ル
ー
プ
24
名
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
の
特
長
と
効
果
に

つ
い
て
討
論
し
、併
せ
て
見
学
会
を
開
催
し

た
。 

 

　
当
日
は
、同
研
究
科
の
大
門 

寛 

教
授
か
ら
、

「
奈
良
先
端
大
表
面
作
成
複
合
評
価
シ
ス
テ

ム
と
最
近
の
研
究
成
果
」
と
題
し
、同
研
究

科
に
最
近
完
成
し
た
世
界
で
も
例
の
な
い
大

規
模
な
超
高
真
空
複
合
解
析
シ
ス
テ
ム
の
詳

細
と
立
体
原
子
顕
微
鏡
の
発
明
な
ど
、最
近

の
成
果
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、そ
の
後
、同
シ

ス
テ
ム
の
見
学
会
が
行
わ
れ
た
。 

　
続
い
て
、豊
田
工
業
大
学
の
上
田
一
之 

教

授
か
ら
、「
走
査
型
水
素
顕
微
鏡
の
新
し
い
展

開
」
と
題
し
、同
教
授
に
よ
り
発
明
さ
れ
た

走
査
型
水
素
顕
微
鏡
の
最
近
の
性
能
と
成

果
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。 

　
最
後
に
、豊
田
工
業
大
学
の
吉
村
雅
満 

助

教
授
か
ら
、「
S
T
M
に
よ
る
水
素
吸
着
Si  

（
110
）面
の
研
究
」
と
題
し
、同
助
教
授
に
よ

り
開
発
さ
れ
た
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
を
使

用
し
た
S
T
M
装
置
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て

の
講
演
が
行
わ
れ
、活
発
な
議
論
の
後
、閉
会

と
な
っ
た
。 

▲説明を行う鳥居学長 

▲挨拶する安田副学長 

第
１
回
N
A
I
S
T
産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム「
ナ
ノ
テ
ク
へ
の
挑
戦
」を
開
催 
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研 究 紹 介  

学
長
説
明
会
を
開
催 

ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
表
面
解
析
の
新
展
開
」を
開
催 

第
１
回
N
A
I
S
T
産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム「
ナ
ノ
テ
ク
へ
の
挑
戦
」を
開
催 

情
報
科
学
研
究
科 

　
　
　
　
論
理
生
命
学
分
野 

　
助
教
授
　
柴
田
　
智
広 

　
　tom

@
is.aist-nara.ac.jp

ヒ
ト
脳
機
能
の
計
算
論
的
理
解
と 

実
践
的
な
研
究
を
目
指
し
て 

　
20
世
紀
に
は
脳
科
学
が
大
き
く
進
展

し
た
。
ま
ず
神
経
細
胞
と
い
う
も
の
が
非

線
形
な
電
気
素
子
と
し
て
理
解
可
能
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
、さ
ら
に
化
学
反
応
の
連

鎖
に
よ
る
細
胞
活
動
の
理
解
が
進
展
し
て

い
る
。
ま
た
、様
々
な
症
例
や
動
物
実
験
、

そ
し
て
近
年
の
ヒ
ト
の
非
侵
襲
計
測
実
験

な
ど
か
ら
、あ
る
機
能
は
特
定
の
部
位
に

局
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
多
く
、

並
列
分
散
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
側
面
が
次

第
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
。 

　
脳
の
よ
う
に
構
造
的
に
も
機
能
的
に
も

複
雑
な
シ
ス
テ
ム
を
理
解
す
る
に
は
、理
論

的
に
健
全
な
情
報
処
理
モ
デ
ル
を
当
て
は

め
て
検
証
を
試
み
る
大
胆
さ
が
し
ば
し
ば

重
要
で
あ
る
。 

　
例
え
ば
、小
脳
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
誤
差

学
習
と
い
う
適
応
制
御
理
論
的
に
健
全
な

学
習
機
構
に
よ
っ
て
身
体
の
モ
デ
ル
を
獲
得

す
る
と
い
う
仮
説
は
、単
純
な
眼
球
の
反

射
運
動
を
用
い
た
動
物
実
験
の
結
果
か
ら

強
く
支
持
さ
れ
て
き
て
い
る
。
更
に
我
々

は
、霊
長
類
に
特
有
で
予
測
制
御
で
考
え

る
と
理
解
し
易
い
円
滑
性
追
跡
眼
球
運
動

（
運
動
す
る
小
さ
な
視
標
を
正
確
に
網
膜

の
解
像
度
中
心
で
捉
え
る
た
め
の
眼
球
運

動
）を
対
象
に
、大
脳
皮
質
は
視
標
運
動
の

モ
デ
ル
を
高
速
に
学
習
す
る
と
い
う
仮
説

を
提
出
し
、ヒ
ト
の
行
動
実
験
や
非
侵
襲

計
測
実
験
な
ど
に
よ
る
検
証
を
進
め
て
い

る
。 

　
他
の
例
と
し
て
は
、強
化
学
習（
様
々
な

行
動
を
時
系
的
に
実
行
し
た
結
果
、最
後

に
や
っ
と
得
ら
れ
る
報
酬
か
ら
、最
適
な
行

動
系
列
を
決
定
す
る
学
習
）の
理
論
モ
デ
ル

が
大
脳
基
底
核
系
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い

る
と
い
う
仮
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
本

研
究
室
で
は
特
に
、ヒ
ト
で
最
も
発
達
し
て

い
て
行
動
発
現
に
お
け
る
統
合
的
な
制
御

系
と
し
て
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
前
頭

前
野
の
機
能
に
焦
点
を
当
て
た
強
化
学
習

の
モ
デ
ル
化
や
検
証
実
験
を
進
め
て
い
る
。 

　
ま
た
近
年
で
は
、生
物
が
、環
境
は
変
動

し
、セ
ン
サ
入
力
や
神
経
細
胞
の
活
動
に
は

雑
音
が
の
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
屈
せ

ず
、
適
切
に
行
動

し
て
生
き
抜
い
て

い
る
の
は
、脳
が
情

報
論
的
も
し
く
は

統
計
的
に
健
全
な

処
理
を
し
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
と

い
う
見
方
が
広
ま

っ
て
き
て
い
る
が
、

前
述
の
円
滑
性
追

跡
眼
球
運
動
や
強

化
学
習
の
モ
デ
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
に
深
く

関
係
し
て
い
る
。 

　
興
味
深
い
の
は
、ヒ
ト
の
能
力
の
う
ち
、

上
記
の
よ
う
に
理
論
で
明
解
に
定
義
が
可

能
な
も
の
は
、ま
だ
そ
う
多
く
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
例
え
ば
、ヒ
ト
が
普
通
に
行
っ
て
い

る
歩
行
運
動
、そ
れ
か
ら
画
像
理
解
、言
語

理
解
な
ど
は
、ど
れ
く
ら
い
難
し
い
こ
と
を

や
っ
て
の
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
？  

こ
の
よ
う
に
、脳
を
理
解
す
る
と
い
う

研
究
は
、ま
さ
に
我
々
自
身
の
認
知
に
挑

戦
す
る
こ
と
な
の
だ
。 

 

　
以
上
の
よ
う
な
計
算
論
的
な
研
究
だ
け

で
な
く
、我
々
は
実
践
的
な
研
究
も
行
う
。

し
ば
し
ば
現
実
か
ら
得
ら
れ
る
着
想
が
重

要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、社
会
へ
の
直
接
的

な
貢
献
も
望
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
実
機
な
ど
に
よ
り
、適
応

的
か
つ
知
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
の

情
報
処
理
を
研
究
す
る
。 

　
ま
た
、あ
る
程
度
の
運
動
を
許
し
た
状

況
下
で
、ヒ
ト
の
脳
波
や
筋
電
、眼
球
運
動

な
ど
、時
間
解
像
度
の
高
い
信
号
を
計
測

し
、そ
れ
ら
の
相
互
作
用
解
析
を
行
う
。こ

れ
に
基
づ
き
、生
体
信
号
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト

制
御
、人
間
の
ス
キ
ル
学
習
の
た
め
の
バ
イ

オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、意
識
の
作
用
や
機
能
の

探
求
な
ど
の
応
用
を
進
め
た
い
と
構
想
し

て
い
る
。 

 

▲眼球運動制御系を模倣する 
 　ヒューマノイドロボットの頭部 

▲脳の非侵襲計測実験結果の一例 

▲眼球運動計測実験の様子 

眼
球
運
動
計
測
装
置
が 

撮
像
し
て
い
る
眼
球
画
像 

▼
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バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科 

　
　
　
　
細
胞
構
造
学
講
座 

 

　
助
教
授
　

今
泉
　
和
則 

　
　im

aizum
i@
bs.aist-nara.ac.jp

難
治
性
神
経
疾
患
発
症
の 

分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

〜
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
新
し
い
治
療
法
開
発
を
目
指
し
て
〜 

　
「
あ
な
た
は
、ど
な
た
で
し
た
っ
け
？
」

―
―
。
長
年
生
活
を
共
に
し
た
家
族
の
頭

か
ら
、突
然
自
分
の
記
憶
が
消
し
飛
ん
で
し

ま
う
。こ
の
よ
う
な
老
人
性
痴
呆
症（
い
わ

ゆ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
）の
患
者
が
今
急
速

に
増
え
て
き
て
い
る
。こ
の
病
気
は
発
症
す

る
と
、神
経
細
胞
が
徐
々
に
死
滅
し
脳
が

萎
縮
し
て
、患
者
の
記
憶
力
が
失
わ
れ
る
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
４
〜
５
％
に
あ
た

る
約
100
万
人
が
発
症
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。 

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
発
症
原
因
は
ま
だ

わ
か
っ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
が
、脳
内
に
ア

ミ
ロ
イ
ド
β
タ
ン
パ
ク
と
呼
ば
れ
る
タ
ン
パ
ク

質
が
異
常
に
蓄
積
し
、老
人
斑
が
で
き
る
こ

と
が
引
き
金
に
な
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。こ
の
タ
ン
パ
ク
質
は
神
経
細
胞
に
対

し
て
高
い
毒
性
を
持
っ
て
お
り
、高
濃
度
の

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
タ
ン
パ
ク
は
神
経
細
胞
を
殺

し
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、記
憶
障
害
を
は

じ
め
様
々
な
神
経
機
能
障
害
を
起
こ
す
と

い
う
の
が
「
ア
ミ
ロ
イ
ド
仮
説
」
で
、現
在
で

は
一
般
的
に
信
じ
ら
れ
て
い
る（
図
１
）。 

　
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
で
起
こ
る
神
経
細
胞
死
が
ど
の
よ
う

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
起
こ
る
の
か
を
細
胞
生
物

あ
る
い
は
分
子
生
物
学
的
手
法
を
用
い
て

解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
特
に
注
目
し
て

い
る
の
は
、小
胞
体
ス
ト
レ
ス
と
呼
ば
れ
る

細
胞
ス
ト
レ
ス
で
あ
る
。
小
胞
体
ス
ト
レ
ス

と
は
、小
胞
体
内
で
起
こ
る
タ
ン
パ
ク
質
修

飾
が
細
胞
内
外
か
ら
の
各
種
の
ス
ト
レ
ス
に

よ
り
撹
乱
さ
れ
、異
常
な
構
造
を
持
っ
た
タ

ン
パ
ク
質
が
作
ら
れ
、そ
れ
が
小
胞
体
内
に

蓄
積
す
る
現
象
の
こ
と
を
い
う
。こ
の
よ
う

な
状
態
が
続
く
と
細
胞
は
自
ら
自
殺
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
活
性
化
し
て
細
胞
死
を
起
こ
す
。

私
た
ち
は
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
み
ら
れ
る

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
タ
ン
パ
ク
に
よ
る
神
経
細
胞

の
傷
害
は
こ
の
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
が
原
因
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
作
業
仮
説
を
立
て
て
研

究
を
進
め
て
い
る
。 

　
こ
の
研
究
と
は
別
に
、最
近
、孤
発
性
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
の
脳
内
に
特
定
遺
伝

子
の
異
常
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
を
発
見
し
た
。ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
と
は
、

遺
伝
子
D
N
A
か
ら
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

R
N
A
が
作
ら
れ
る
際
、情
報
を
持
た
な
い

部
分（
イ
ン
ト
ロ
ン
）を
切
り
捨
て
、情
報
を

担
う
部
分
（
エ
ク
ソ
ン
）
だ
け
を
つ
な
ぐ

R
N
A
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
機
構
の
こ
と
を
い

う（
図
２
）。ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
の
脳
で

は
こ
の
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
機
構
が
障
害
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。こ
こ
数
年
の
研
究
で
、ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
脳
内
で
起
こ
る
異
常
ス
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
を
誘
発
す
る
因
子
の
同
定
に
成

功
し
た
。そ
し
て
現
在
、大
阪
大
学
医
学
部

と
の
共
同
研
究
で
、こ
の
因
子
に
働
き
か
け

異
常
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
抑
制
す
る
新
し
い

タ
イ
プ
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
治
療
戦
略
を

開
発
中
で
あ
る
。 

 

▲図2                      スプライシング機構 

図1                      アミロイド仮説 
アミロイド前駆体タンパク質（APP）からβ
及びγセクターゼによりアミロイドβタンパ
クが産生される。生産亢進や分解抑制に
より凝集、蓄積したアミロイドβタンパクは
神経細胞を傷害し、神経細胞死を引き起
こす。この際に神経原繊維変化などのア
ルツハイマー病で特徴的病理変化も生じ
る。 
上：アルツハイマー患者脳に蓄積した 
アミロイドβタンパク質（矢印） 

下：神経細胞の変性、細胞死。 

▲
 



AUTUMN 2002  せんたん ８ 

物
質
創
成
科
学
研
究
科 

   

　
　
　
　
高
分
子
創
成
科
学
講
座 

　
教
授
　

藤
木
　
道
也 

　
　fujikim

@
m
s.aist-nara.ac.jp

ら
せ
ん
高
分
子
に
魅
せ
ら
れ
て 

〜
シ
リ
コ
ン
で
創
る
極
微
な
ナ
ノ
ら
せ
ん
の
世
界
〜 

　
1
8
7
2
年
、

ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ

ル
は『
鏡
の
国
の

ア
リ
ス
』
を
著

し
た
。こ
の
中
で

ア
リ
ス
が
、居
間

の
マ
ン
ト
ル
ピ
ー

ス
の
上
に
あ
る

鏡
を
の
ぞ
き
込

む
く
だ
り
が
あ

る
。彼
女
は
、部
屋
の
中
に
あ
る
殆
ど
の
物

が
鏡
の
中
で
は
反
対
向
き
に
映
っ
て
い
る

が
、椅
子
、テ
ー
ブ
ル
、コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
は
そ

う
で
は
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。そ
し
て
、

「
鏡
の
国
の
ミ
ル
ク
は
お
い
し
く
な
い
か
も

知
れ
な
い
わ
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。テ
ニ
エ
ル
の

挿
絵
に
は
、右
手
を
挙
げ
た
現
実
世
界
の

ア
リ
ス
と
、右
手（
！
）を
挙
げ
た
鏡
の
国
の

ア
リ
ス
と
が
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
。こ

の
本
が
書
か
れ
た
19
世
紀
後
半
、科
学
者

た
ち
の
情
熱
に
よ
っ
て
、分
子
の
鏡
像
異
性

体（
キ
ラ
リ
テ
ィ
）と
光
学
活
性
に
対
す
る

理
解
が
深
ま
っ
て
い
た
。
光
学
活
性
と
は
、

直
線
偏
光
の
偏
光
面
が
回
転
し
た
り（
旋

光
性
）、右
・
左
円
偏
光
の
ど
ち
ら
か
が
強

く
吸
収
さ
れ
る
性
質（
円
二
色
性
）の
こ
と

で
あ
る
。 

　
分
子
キ
ラ
リ
テ
ィ
の
歴
史
は
、1
8
4
7
年

Ｌ．
パ
ス
ツ
ー
ル
が
旋
光
性
の
符
号
を
逆
に

す
る
酒
石
酸
塩
の
右
型
・
左
型
結
晶
を
発

見
し
た
時
に
始
ま
る
。
1
8
7
3
年
、Ｊ．

ヴ
ィ
ス
リ
ツ
ェ
ー
ヌ
ス
は
、ミ
ル
ク
の
発
酵
で

で
き
た
乳
酸
が
光
学
活
性
で
、筋
肉
中
の

乳
酸
は
光
学
不
活
性
で
あ
る
こ
と
を
報

告
し
た
。一
方
、タ
ン
パ
ク
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
自
然

界
で
最
も
精
緻
な
ら
せ
ん（
キ
ラ
ル
）高
分

子
で
あ
る
。1
9
5
1
年
、Ｌ．
ポ
ー
リ
ン
グ

は
、タ
ン
パ
ク
が
α-

ヘ
リ
ッ
ク
ス
と
い
う
右
巻

き
の
ら
せ
ん
構
造
を
取
る
こ
と
を
、

1
9
5
3
年
、Ｊ．
Ｄ．
ワ
ト
ソ
ン
と
Ｆ．
Ｈ．
ク

リ
ッ
ク
は
、Ｄ
Ｎ
Ａ
で
は
二
本
の
鎖
が
絡
み

合
っ
た
右
巻
き
の
二
重
ら
せ
ん
構
造
を
取
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。「
鏡
の
国
」の
ア
リ

ス
は
、現
実
の
世
界
と
鏡
の
世
界
を
自
由

に
往
来
で
き
た
の
だ
が
、ら
せ
ん
高
分
子
の

世
界
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？ 

　
筆
者
は
、ら
せ
ん
ポ
リ
シ
ラ
ン
と
呼
ば
れ

る
量
子
細
線
半
導
体
高
分
子
の
創
成
・
構

造
・
物
性
・
機
能
相
関
の
研
究
に
長
年
携

わ
っ
て
き
た
。
ら
せ
ん
ポ
リ
シ
ラ
ン
は
Si
か

ら
な
る
主
鎖
と
有
機
側
鎖
基
か
ら
で
き
た

高
分
子
で
あ
る
。
最
近
、い
く
つ
か
の
ら
せ

ん
ポ
リ
シ
ラ
ン
に
お
い
て
、あ
る
臨
界
温
度

を
境
に
し
て
、右
ら
せ
ん
と
左
ら
せ
ん
と
の

量
子
力
学
的
ト
ン
ネ
ル
効
果
に
よ
る
特
異

な
ら
せ
ん
反
転
現
象
を
見
い
だ
し
た
。こ

れ
ら
の
ら
せ
ん
ポ
リ
シ
ラ
ン
で
は
、現
実
の

世
界
と
鏡
の
世
界
を
自
由
に
往
来
で
き

る
。こ
の
よ
う
な
現
象
は
既
に
1
9
2
7

年
、Ｆ．
フ
ン
ト
が
予
言
し
て
い
た
が
、こ
の

ら
せ
ん
ポ
リ
シ
ラ
ン
で
初
め
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。 

　
最
近
、複
数
の

量
子
状
態（
キ
ュ

ー
ビ
ッ
ト
）
を
制

御
混
合
す
る「
量

子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
」が
大
変
注
目

さ
れ
、Si
や
GaAs
を

用
い
た
「
量
子
細

線
」や「
量
子
ド
ッ

ト
」
と
呼
ば
れ
る
ナ
ノ
構
造
半
導
体
の
研

究
が
盛
ん
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
ナ
ノ
構
造
の

作
製
に
は
、超
高
真
空
中
で
の
結
晶
成
長

や
電
子
線
露
光
に
よ
る
微
細
加
工
技
術

を
必
要
と
す
る
が
、こ
れ
ら
の
量
子
構
造

そ
の
も
の
は
基
板
に
固
定
化
さ
れ
て
い
る

た
め
、量
子
混
合
状
態
が
極
め
て
起
こ
り

に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
ら
せ
ん
ポ
リ
シ
ラ
ン
は
、Si
原
子
サ
イ
ズ

（
0.2　
nm
）の
線
幅
を
持
つ
究
極
の
量
子
性
ナ

ノ
ら
せ
ん
高
分
子
で
あ
り
、フ
ラ
ス
コ
中
、

100
℃
程
度
で
化
学
的
に
常
圧
で
合
成
さ

れ
る
。ら
せ
ん
ポ
リ
シ
ラ
ン
で
は
、外
部
バ
イ

ア
ス
に
応
答
す
る
動
的
ら
せ
ん
構
造
を
取

っ
て
い
る
た
め
、量
子
的
な
左
右
ら
せ
ん
構

造
を
物
理
的
バ
イ
ア
ス
や
化
学
的
バ
イ
ア

ス
に
よ
っ
て
容
易
に
量
子
状
態
の
混
合
制

御
が
可
能
で
あ
る
。ら
せ
ん
ポ
リ
シ
ラ
ン
系

で
は
ま
た
、0.6
％
と
い
う
極
微
量
の
キ
ラ
ル

不
純
物
に
よ
っ
て
ポ
リ
シ
ラ
ン
の
ら
せ
ん
巻

性
を
決
定
す
る
顕
著
な
増
幅
効
果
を
示

す
こ
と
や
、キ
ラ
ル
分
子
情
報
を
主
鎖
に

転
写
す
る
遺
伝
的
効
果
を
有
す
る
こ
と

も
分
か
っ
て
き
た
。こ
の
よ
う
に
、ら
せ
ん
ポ

リ
シ
ラ
ン
と
い
う
人
工
高
分
子
で
あ
り
な

が
ら
、ら
せ
ん
の
発
生
、増
幅
、反
転
、転
写

な
ど
の
特
異
な
現
象
が
劇
的
に
現
れ
る
。

も
し
か
す
る
と
、物
質
や
生
命
の
起
源
に

関
る
森
羅
万
象
を
垣
間
見
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

▲量子力学トンネル効果によるらせん反転の様子 
　ポリシランの左右らせん分率と温度の関係 

▲右と左、さてどちらの階段を使おうか！ 

▲らせんポリシランの巻方向・光学活性の変化 
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地域連携  地 域 連 携  

生
駒
市
役
所
で
本
学
の 

　
　
パ
ネ
ル
展
を
実
施 

生
駒
市
防
災
訓
練
に 

　
　
　
　
本
学
が
協
力 

　
平
成
14
年
度
生

駒
市
総
合
防
災
訓

練
が
、
８
月
30
日

（
火
）、生
駒
市
総
合

公
園
に
お
い
て
行
わ

れ
、今
年
も
本
学
が

地
域
連
携
の
一
環
と

し
て
、Ｉ
Ｔ
レ
ス
キ
ュ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
関
連
技
術
の
実
験

を
行
っ
た
。 

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、小
笠
原 

　

司
　 

情
報
科
学
研
究
科
教
授
を
リ
ー

ダ
ー
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、今
年
度
は
、同
研
究

科
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
講
座
に
よ
る
「
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
パ

ノ
ラ
マ
空
中
映
像
伝
送
実
験
」
、同
研
究
科
像
情

報
処
理
学
講
座
と
先
端
科
学
技
術
研
究
調
査
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
「
携
帯
型
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
現
場
映
像
伝

送
実
験
」
、図
書
館
研
究
開
発
室
と
情
報
科
学
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
実
況
映

像
配
信
実
験
」の
３
種
類
の
実
験
を
行
っ
た
。 

　
小
笠
原
教
授
は
、「
予
定
し
て
い
た
３
種
類
の
実

験
は
、多
少
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ
た
も
の
の
、予
定
通

り
行
う
こ
と
が
で
き
、Ｉ
Ｔ
技
術
の
防
災
へ
の
応
用

可
能
性
の
一
端
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
と
と

も
に
、シ
ス
テ
ム
の
頑
健
性
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
す
る
非
常
に
よ
い
機
会
で
あ
っ
た
。こ
の
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
生
駒
市
の
関
係
者
の

方
々
及
び
ご
協
力
い
た
だ
い
た
諸
氏
に
深
く
感
謝

す
る
」
と
の
感
想
を
寄
せ
て
い
る
。 

　
10
月
１
日（
火
）か
ら
15
日（
火
）の
期
間
、生

駒
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、本
学
の
大

学
紹
介
パ
ネ
ル
展
が
開
催
さ
れ
た
。こ
れ
は
、本

学
の
創
立
記
念
日
で
あ
る
10
月
１
日
に
合
わ

せ
、生
駒
市
民
に
大
学
の
概
要
と
、同
市
と
の

地
域
連
携
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
た
め
に
企

画
さ
れ
た
も
の
で
、今
回
が
初
の
試
み
で
あ
る
。 

　
パ
ネ
ル
に
は
、大
学
の
全
景
写
真
を
は
じ
め

各
研
究
科
の
概
要
、本
学
が
協
力
し
て
実
施

し
た
防
災
訓
練（
上
段
記
事
参
照
）や
、ふ
れ

あ
い
市
民
駅
伝
等
の
同
市
と
の
連
携
事
業
、本

学
と
同
市
の
若
手
職
員
で
構
成
す
る
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ（
W
G
N
A
）の
取
組
み
、秋
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
告
知
等
を
掲
載
し
た
。 

　
ま
た
、質
問
箱
を
設
置
し
、本
学
の
教
官
が

同
市
の
「
広
報
い
こ
ま
」
誌
上
で
市
民
の
身
近

な
科
学
の
疑
問
に
分
か
り
や
す
く
答
え
る
「
ふ

し
ぎ
の
箱
を
開
い
て
み
よ
う
！
」コ
ー
ナ
ー
に

対
す
る
疑
問
の
募
集
も
行
っ
た
。 

　
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
時
代
に
入
っ
た
今
日
、植
物
に
お
い
て
も
遺
伝
子
の

構
造
と
機
能
が
解
れ
ば
、人
為
的
に
代
謝
経
路
を
作
成
・
改
変
す
る

代
謝
工
学
が
可
能
で
あ
る
。
地
球
上
の
生
命
の
根
源
は
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
て
、無
機
物
か
ら
有
機
物
を
作
る
植
物
の
光
合
成
に

あ
る
。こ
の
植
物
の
機
能
の
解
明
と
そ
の
活
用
が
、近
未
来
の
食
糧

生
産
、工
業
原
料
・
燃
料
の
生
産
、環
境
修
復
・
浄
化
な
ど
、極
め
て

広
範
囲
な
分
野
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
書
編
纂
の
意
図
は
、こ
う

し
た
観
点
か
ら
植
物
代
謝
工
学
の
現
状
と
将
来
を
総
括
的
に
俯
瞰

し
、代
謝
工
学
に
よ
っ
て
植
物
に
何
が
期
待
で
き
る
か
を
紹
介
し
た

も
の
で
あ
る
。
編
集
委
員
に
本
学
の
佐
野
　

浩
　

教
授
、横
田
明
穂 

教
授
に
参
画
頂
き
、計
69
名（
本
学
関
係
者
16
名
）の
分
担
執
筆
に

よ
り
完
成
し
た
。
構
成
は
、世
界
の
植
物
資
源
の
現
状
、植
物
の
分

子
改
良
技
術
、一
次
生
産
向
上
の
た
め
の
代
謝
工
学
、ス
ト
レ
ス
応

答
機
構
の
分
子
改
良
、工
業
生
産
へ
の
応
用
、環
境
浄
化
・
修
復
へ
の

応
用
、将
来
展
望
の
７
章
か
ら
成
る
。 

　
20
世
紀
を
謳
歌
し
て
き
た
我
々
に
は
、21
世
紀
以
降
の
子
孫
に
緑

の
地
球
を
引
き
継
ぐ
責
任
が
あ
る
。
植
物
は
太
陽
電
池
を
備
え
た

生
産
工
場
で
あ
る
。
何
を
生
産
す
る
か
は
工
場
に
据
え
付
け
る
機

械
、す
な
わ
ち
遺
伝
子
、代
謝
経
路
次
第
で
あ
り
、い
か
に
そ
の
機
械

を
稼
働
さ
せ
る
か
は
遺
伝
子
の
発
現
制
御
技
術
に
よ
る
。
し
か
も
、

こ
の
工
場
は
老
朽
化
す
れ
ば
堆
肥
に
戻
る
生
分
解
性
の
工
場
で
あ

る
。「
植
物
は
理
想
の
バ
イ
オ
リ
ア
ク
タ
ー
」
を
主
張
す
る
由
縁
で
あ

る
。 

　
　（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
　

植
物
代
謝
調
節
学
講
座 

　
教
授
　

新
名
惇
彦
、助
教
授
　

吉
田
和
哉
） 

▲無人ヘリが活躍 

▲地域連携への取組みをカラフルに紹介 

出 版 物 紹 介 

植物代謝工学ハンドブック 
新名惇彦、吉田和哉　監修 
2002. 6. 25発刊、B5版、854頁 
本体価格55,000円　 
（株）エヌ・ティー・エス 



AUTUMN 2002  せんたん １０ 

受 賞  受 賞  地域連携  

藤
原
秀
雄 

　

情
報
科
学
研
究
科
教
授
、 

大
竹
哲
史 

　 

同
助
手
ら
が 

「
平
成
13
年
度
電
子
情
報
通
信
学
会 

情
報 

シ
ス
テ
ム
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
論
文
賞
」
を
受
賞 

石
井 

　 

信 

　 

情
報
科
学
研
究
科
教
授
が 

「
シ
ス
テ
ム
制
御
情
報
学
会
賞
論
文
賞
」
を
受
賞 

笠
原
正
治
　  

情
報
科
学
研
究
科
助
教
授
に 

「
電
子
情
報
通
信
学
会
通
信
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
活
動
功
労
感
謝
状
」 

　
藤
原
秀
雄
　 

情
報
科
学
研

究
科
教
授
、大
竹
哲
史 

　 

同
助

手
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
設
計
学
講

座
）ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、

「
平
成
13
年
度
電
子
情
報
通

信
学
会 
情
報
・
シ
ス
テ
ム
ソ
サ

イ
エ
テ
ィ
論
文
賞
」
を
受
賞
し

た
。こ
れ
は
、同
研
究
グ
ル
ー
プ

が
電
子
情
報
通
信
学
会
論
文

誌
に
平
成
９
年
か
ら
毎
年
発
表
し
た
４
件
の
連
作
論
文
が

「
情
報
処
理
、情
報
通
信
及
び
情
報
流
通
に
関
す
る
学
問
技

術
の
発
展
に
貢
献
す
る
優
秀
な
連
作
論
文
」
と
認
め
ら
れ
受

賞
し
た
も
の
で
、Kew

al

　  K
. S
alu
ja

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
教

授（
当
時 

日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
招
聘
研
究
者
）、増
澤

利
光
　 

大
阪
大
学
教
授（
当
時 

本
学
情
報
科
学
研
究
科
助
教

授
）、シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
の
高
崎
智
也
さ
ん（
平
成
12
年
３

月
本
学
情
報
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
）、株
式
会

社
日
立
製
作
所
の
和
田
弘
樹
さ
ん（
平
成
13
年
３
月
本
学
情

報
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
）、同
講
座
の
永
井
慎

太
郎
さ
ん（
本
学
情
報
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
３
年
）

と
の
共
同
受
賞
で
あ
る
。 

　
受
賞
に
つ
い
て
の
藤
原
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 
 

　
受
賞
対
象
と
な
っ
た
４
件
の
論
文
は
、藤
原
研
究
室
が
平

成
９
年
度
か
ら
12
年
度
の
４
年
間
に
S
T
A
R
C（
半
導
体

理
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）と
共
同
研
究
し
た
研
究
成
果
の
一

部
、及
び
同
じ
４
年
間
の
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
(B)

の
研
究
成
果
の
一
部
と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
こ

の
研
究
の
続
き
と
し
て
、N
E
D
O（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
）か
ら
S
T
A
R
C
を
通
じ
て
の
再
委
託

研
究
と
し
て
「
V
コ
ア
ベ
ー
ス
テ
ス
ト
容
易
化
設
計
技
術
の
研

究
開
発
」
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
研
究
に
お
い
て
提
案
す
る
シ

ス
テ
ム
オ
ン
チ
ッ
プ
の
テ
ス
ト
容
易
化
設
計
法
、テ
ス
ト
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
生
成
技
術
に
よ
り
、高
品
質
で
高
速
の
テ
ス
ト
を
可

能
と
す
る
こ
と
が
で
き
、次
世
代
の
シ
ス
テ
ム
オ
ン
チ
ッ
プ
の
テ

ス
ト
技
術
及
び
テ
ス
ト
容
易
化
設
計
技
術
の
発
展
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
と
考
え
て
い
る
。 

  

　
石
井 

　 

信
　  

情
報
科
学
研
究
科
教
授（
論
理
生
命
学
分
野
）

が
、「
シ
ス
テ
ム
制
御
情
報
学
会
賞
論
文
賞
」
を
受
賞
し
た
。

同
賞
は
、雨
森
賢
一
　  

北
海
道
大
学
助
手（
平
成
13
年
６
月
本

学
情
報
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
）と
の
共
同
受
賞

で
あ
る
。 

　
今
回
、シ
ス
テ
ム
制
御
情
報
学
会
論
文
誌
第
13
巻
第
７
号

に
掲
載
さ
れ
た
論
文
「
精
緻
な
時
空
間
ス
パ
イ
ク
列
の
自
己

組
織
化
学
習
と
想
起
」
に
対
し
同
賞
が
授
与
さ
れ
、5
月
16

日（
木
）に
神
戸
国
際
会
議
場
に
て
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。 

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

 

　
平
成
13
年
６
月
に
情
報
科
学
研
究
科
　

情
報
シ
ス
テ
ム
学

専
攻
論
理
生
命
学
講
座
に
て
博
士
を
取
得
し
、現
在
北
海
道

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
　

脳
科
学
専
攻
助
手
と
し
て
活

躍
す
る
雨
森
賢
一
君
と
の
共
同
研
究
で
あ
る
。
脳
は
数
百
マ

イ
ク
ロ
秒
か
ら
数
ミ
リ
秒
単
位
で
の
時
間
的
に
精
緻
な
情
報

処
理
が
可
能
で
あ
る
が
、そ
れ
が
脳
内
神
経
回
路
網
に
お
け

る
自
己
組
織
化
学
習
に
よ
る
可
能
性
を
論
じ
た
研
究
で
あ

る
。工
学
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
用
い
て
理
学
的
現
象

を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、こ
う
し
た
融
合
領
域

研
究
に
対
し
て
評
価
し
て
く
れ
た
シ
ス
テ
ム
制
御
情
報
学
会

に
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。 

  

　
笠
原
正
治 

　  

情
報
科
学
研
究
科
助
教
授（
応
用
シ
ス
テ
ム

科
学
講
座
）が
、「
電
子
情
報
通
信
学
会
通
信
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ

活
動
功
労
感
謝
状
」
を
授
与
さ
れ
た
。
同
感
謝
状
は
、同
会

が
通
信
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
に
お
け
る
事
業
企
画
ま
た
は
参
画
に
よ

り
、ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の
活
性
化
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
功
労
者

に
授
与
す
る
も
の
で
あ
る
。 

　
今
回
、同
助
教
授
が
、平
成
11
年
度
か
ら
電
子
情
報
通
信

学
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
研
究
専
門
委
員
会
専
門
委
員

を
務
め
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
研
究
会
の
活
動
に
積
極
的

に
参
画
し
て
き
た
こ
と
、特
に
平
成
13
年
度
に
お
い
て
は
定
例

研
究
会
に
お
け
る
研
究
発
表
に
加
え
て
、2
0
0
1
年
ソ
サ

イ
エ
テ
ィ
大
会
に
お
け
る
英
語
セ
ッ
シ
ョ
ン
「N

etw
ork
 

　  
System

」の
企
画
運
営
や
平
成
14
年
２
月
の
研
究
会
に
お
け

る
招
待
講
演
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
モ
デ
リ
ン
グ
―
通

信
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
理
論
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
設
計
理
論
へ
―
」
を

行
っ
た
こ
と
な
ど
が
、平
成
13
年
度
の
同
研
究
会
の
活
性
化
に

対
す
る
多
大
な
貢
献
と
し
て
認
め
ら
れ
、表
彰
に
至
っ
た
。 

 

▲
 

藤
原
教
授 

大
竹
助
手 

論
文
賞
牌 
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受 賞 受 賞 

金
谷
重
彦  

　 

情
報
科
学
研
究
科
助
教
授
、 

福
島
敦
史
さ
ん（
バ
イ
オ
）ら
が 

「
第
３
回
Ｃ
Ｂ
Ｉ
学
会
大
会
論
文
優
秀
賞
」
を
受
賞 

柴
田
智
広  

　

情
報
科
学
研
究
科
助
教
授
が 

「
2
0
0
2
年
度
日
本
神
経
回
路
学
会
論
文
賞
」
を
受
賞 

松
本
吉
央 

　

情
報
科
学
研
究
科
助
教
授
が 

「
電
気
学
会 

電
子
・
情
報
・
シ
ス
テ
ム
部
門 

 

優
秀
論
文
発
表
賞
」
を
受
賞 

　
松
本
吉
央 

　

情
報
科
学
研
究
科
助
教
授（
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
講
座
）が

「
電
気
学
会 

電
子
・
情
報
・
シ
ス
テ
ム
部
門 
優
秀
論
文
発
表
賞
」
を
受

賞
し
た
。 

　
今
回
、平
成
13
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
電
気
学
会
シ
ス
テ
ム
・
制
御

研
究
会
に
お
け
る
発
表
「
顔
と
視
線
情
報
に
よ
る
電
動
車
椅
子
の
走

行
支
援
シ
ス
テ
ム
」
に
対
し
て
同
賞
が
授
与
さ
れ
、９
月
２
日（
月
）に

慶
応
義
塾
大
学
理
工
学
部
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
平
成
14

年
度
電
気
学
会
電
子
・
情
報
・
シ
ス
テ
ム
部
門
大
会
に
お
い
て
授
賞
式

が
行
わ
れ
た
。 

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
助
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

 

　
こ
れ
ま
で
に
我
々
の
研
究
室
で
は
、顔
情
報
の
計
測
を
行
う
画
像

処
理
シ
ス
テ
ム
の
応
用
の
一
つ
と
し
て
、知
的
車
い
す
を
構
築
し
て
き

た
。こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、ユ
ー
ザ
の
顔
の
動
き
や
視
線
の
向
き
を
非
接
触

で
計
測
し
、ユ
ー
ザ
の
行
き
た
い
方
向
や
操
縦
の
集
中
度
を
推
定
し
な

が
ら
、レ
バ
ー
に
よ
る
操
縦
な
し
で
動
く
こ
と
が
で
き
る
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
を
備
え
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、シ
ス
テ
ム
構
成
お
よ
び
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
の
設
計
、そ
れ
に
屋
内
お
よ
び
屋
外
で
の
走
行
実
験
の
結
果
に
つ
い

て
述
べ
た
。 

　
受
賞
対
象
と
な
っ
た
知
的
車
い
す
は
、こ
れ
ま
で
学
内
・
学
外
で
数

多
く
の
デ
モ
を
行
い
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、

そ
れ
が
学
術
的
に
も
評
価
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
大
変
嬉
し
い
。
今

後
も
こ
れ
を
励
み
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。 

金谷助教授 大島助手 

福島さん 

森教授 

　
柴
田
智
広  

　

情
報
科
学
研
究
科
助
教
授（
論
理
生
命
学
分
野
）が
、

「
2
0
0
2
年
度
日
本
神
経
回
路
学
会
論
文
賞
」
を
受
賞
し
た
。 

　
今
回
、Neu

ral  

　N
etw
ork
s

誌
（V

ol.14, N
o.2

）に
発
表
し
た

“Biom
im
etic 

　g
aze 

　stab
ilization

 

　b
ased

 

　on
 

　feed
b
ack
-

e
rro
r-le
a
rn
in
g
 

　w
ith
  

　n
o
n
p
a
ra
m
e
tric
 

　re
g
re
ssio

n
 

　

netw
orks

”に
対
し
て
同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。 

　
な
お
、同
論
文
は
同
助
教
授
が
科
学
技
術
振
興
事
業
団E

R
A
T
O

川
人
学
習
動
態
脳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
員
時
代
に
、南
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
のStefan 

　Schaal

先
生
と
共
同
研
究
を
行
っ
た
成
果
の
一つ
で

あ
る
。 

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
助
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

 

　
こ
の
度
は
、望
外
の
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
光
栄
で
す
。
本
論

文
で
は
、脳
の
こ
と
を
理
解
す
る
に
は
脳
を
創
っ
て
み
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
川
人
光
男
先
生
の
テ
ー
ゼ
の
元
、小
脳
に
お
け
る
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
誤
差
学
習
の
典
型
例
と
さ
れ
る
前
庭
動
眼
反
射
の
適
応
制

御
系
の
理
論
的
健
全
性
を
吟
味
し
た
上
、ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
・
ロ
ボ
ッ
ト

上
に
実
装
し
、そ
の
有
効
性
を
報
告
し
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、本

研
究
が
脳
科
学
と
ロ
ボ
ッ
ト
・
制
御
工
学
の
融
合
研
究
を
果
た
し
た
一

例
に
な
っ
た
こ
と
や
、従
来
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
誤
差
学
習
に
お
け
る
誤
差
信
号
の
遅
延
に
対
す
る
補
償
の
必
要
性

を
原
理
的
か
つ
具
体
的
に
示
し
た
こ
と
、ま
た
そ
の
学
習
器
と
し
て
伝

統
的
な
多
層
パ
ー
セ
プ
ト
ロ
ン
で
な
く
、高
速
か
つ
ロ
バ
ス
ト
に
非
線
形

関
数
を
近
似
で
き
る
統
計
応
用
神
経
回
路
網
を
適
用
し
、そ
の
有
効

性
を
示
し
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

　
今
後
も
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
や
制
御
・
統
計
な
ど
の
理
論
に
基
づ
き
、超

複
雑
系
に
見
え
る
脳
の
行
っ
て
い
る
計
算
の
本
質
を
で
き
る
だ
け
シ
ン

プ
ル
な
切
り
口
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
金
谷
重
彦   

　

情
報
科
学
研

究
科
助
教
授
（
比
較
ゲ
ノ
ム

学
分
野
）、バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
科（
遺
伝
子
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
生
体
情
報
学
部
門
）

所
属
の
福
島
敦
史
さ
ん（
博

士
後
期
課
程
３
年
）ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
が
「
第
３
回
Ｃ
Ｂ

Ｉ
学
会
大
会
論
文
優
秀
賞
」

を
受
賞
し
た
。 

　
同
賞
は
、第
３
回
Ｃ
Ｂ
Ｉ
学

会
大
会
に
お
け
る
約
１５０
の
発
表
演
題
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
ポ
ス
タ
ー

賞
で
、池
村
淑
道   

　

国
立
遺
伝
学
研
究
所
教
授
、大
島    

　

拓    

　

遺
伝
子
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手
、森     

　

浩
禎   

　 

同
セ
ン
タ
ー
教
授
と
の
共
同
受
賞

で
あ
る
。 

　
今
回
、「
ス
ペ
ク
ト
ル
解
析
に
よ
る
ゲ
ノ
ム
の
周
期
性
と
そ
の
比
較
」

と
い
う
研
究
発
表
に
対
し
て
、同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。 

　
受
賞
に
つ
い
て
の
金
谷
助
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

 

　
本
研
究
は
、福
島
敦
史
君
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
研
究
で
あ

る
。「
物
理
の
言
葉
で
ゲ
ノ
ム
を
理
解
し
た
い
」
と
い
う
彼
の
提
案
か
ら

こ
の
研
究
は
始
ま
っ
た
も
の
の
、な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。
手

ご
わ
し
生
命
シ
ス
テ
ム
！ 

　
研
究
が
花
開
い
た
の
は
昨
年
の
こ
と
で
あ
る
。
大
島
拓
助
手
と
の
熱

い
議
論
を
通
し
て
、配
列
情
報
に
対
す
る
生
物
学
者
の
見
方
を
考
慮

し
た
解
析
方
法
を
提
案
す
る
に
至
っ
た
。
彼
の
国
際
会
議
で
の
発
表

は
意
外
と
受
け
た
ら
し
い
。さ
ら
に
、複
雑
系
の
米
国
研
究
者
と
２
日

間
に
わ
た
り
熱
く
語
り
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。ゲ
ノ
ム
の
塩
基
配
列
を

数
字
列
に
変
換
し
、変
換
さ
れ
た
数
字
列
を
も
と
に
ゲ
ノ
ム
全
体
の

塩
基
配
列
の
周
期
性
を
理
解
す
る
。
さ
ら
に
ゲ
ノ
ム
配
列
に
み
ら
れ

る
周
期
性
を
も
と
に
配
列
情
報
と
し
て
は
何
が
寄
与
し
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
を
探
る
指
標
を
提
案
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、周
期
情
報
に
対

し
て
配
列
レ
ベ
ル
で
の
具
体
的
な
解
釈
が
可
能
と
な
っ
た
。
彼
は
、今
、

35
億
年
を
経
て
で
き
あ
が
っ
た
現
在
の
バ
ク
テ
リ
ア
か
ら
ヒ
ト
に
至
る

様
々
な
生
物
の
ゲ
ノ
ム
に
み
ら
れ
る
特
有
の
周
期
構
造
を
解
釈
し
、熱

く
語
る
新
分
野
”ゲ
ノ
ム
フ
ィ
ジ
ク
ス（
？？？
）“の
道
を
歩
ん
で
い
る
。 
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橘
　 

拓
至
さ
ん（
情
報
）が 

「
第
20
回
日
本
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ 

学
会
学
生
論
文
賞
」
を
受
賞 

高
林 

　

哲
さ
ん（
情
報
）が 

「
情
報
処
理
学
会
山
下
記
念
研
究
賞
」
を
受
賞 

安
達
直
世 

　 

情
報
科
学
研
究
科
助
手
が 

「
平
成
14
年
度
電
子
情
報
通
信
学
会 

通
信
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
第
１
回
英
語
セ
ッ
シ
ョ
ン 

奨
励
賞
」
を
受
賞 

　
安
達
直
世
　

情
報
科
学
研
究
科
助
手（
応
用
シ
ス
テ
ム
科
学
講
座
）

が
、９
月
11
日（
水
）に
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
電
子
情
報
通
信
学
会

通
信
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
総
会
に
お
い
て
、「
平
成
14
年
度
電
子
情
報
通
信

学
会
通
信
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
第
１
回
英
語
セ
ッ
シ
ョ
ン
奨
励
賞
」
を
受
賞

し
た
。
同
賞
は
、ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の
独
立
性
、活
性
化
、国
際
化
を
図
る

施
策
の
１
つ
と
し
て
、総
合
大
会
及
び
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
大
会
の
英
語
セ
ッ

シ
ョ
ン
並
び
に
英
語
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、優
秀
な
論
文
を

発
表
し
た
若
手
研
究
者
に
贈
呈
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、今
年
度

よ
り
新
た
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

　
今
回
、平
成
13
年
度
同
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
大
会
英
語
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
同
助

手
が
発
表
し
た
「Sim

p
le

　 C
ell

　 S
ch
ed
u
lin
g

　 for

　A
p
p
lication

　 
L
evel 

　Jitter

　 R
eduction

　 over

　A
T
M
-A
B
R
 service

」
に
対
し

て
同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
具
体
的
な
研
究
内
容
と
し
て
は
、通
信
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル
で
の
遅
延
揺
ら
ぎ
に
関
す
る
通
信
品
質
を
保
証

す
る
デ
ー
タ
送
出
方
式
の
提
案
と
、そ
の
有
効
性
の
検
証
結
果
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
英
語
に
よ
る
研
究
発
表
の
結
果
、提
案
方
式
の
独

自
性
や
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
、こ
の
度
の
受
賞
と
な
っ
た
。 

　
情
報
科
学
研
究
科（
自
然
言
語
処
理
学
講
座
）所
属
の
高
林
　 

哲

さ
ん（
博
士
後
期
課
程
２
年
）が
、「
情
報
処
理
学
会
山
下
記
念
研
究

賞
」
を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
、従
来
、研
究
賞
と
し
て
同
会
の
研
究
会

及
び
研
究
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
研
究
発
表
の
う
ち
か
ら

特
に
優
秀
な
論
文
を
選
ん
で
発
表
者
に
贈
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、故 

山

下
英
男
氏
の
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
金
を
活
用
す
る
た
め
、よ
り

充
実
さ
せ
た
形
で
平
成
６
年
度
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

　
今
回
、「
日
本
語
文
書
に
対
す
る
イ
ン
ク
リ
メ
ン
タ
ル
検
索
を
実
現

す
る
手
法
」
と
い
う
研
究
に
対
し
て
同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。 

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
氏
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

 

　
今
回
、山
下
記
念
研
究
賞
を
い
た
だ
い
た
研
究
は
、日
本
語
文
書
に

対
す
る
イ
ン
ク
リ
メ
ン
タ
ル
検
索
を
実
現
す
る
手
法
で
す
。
イ
ン
ク
リ

メ
ン
タ
ル
検
索
と
は
、ユ
ー
ザ
が
１
文
字
入
力
す
る
た
び
に
検
索
を
進

め
る
と
い
う
検
索
手
法
で
、こ
れ
ま
で
日
本
語
文
書
に
対
し
て
行
う
の

は
困
難
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
研
究
成
果
は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
と
し
て W

eb 
上
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（http://m
igem

o.nam
azu.org/

） 

　
今
回
の
受
賞
に
あ
た
っ
て
は
実
用
性
の
高
さ
が
特
に
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
元
々
は
自
分
が
使
う
た
め
に
作
っ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
す
が
、多

く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、さ
ら
に
山
下
記
念
研
究
賞
と
い
う

形
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

　
情
報
科
学
研
究
科（
応
用
シ
ス
テ
ム
科
学
講
座
）所
属
の
橘 

　

拓
至

さ
ん（
博
士
後
期
課
程
２
年
）が
、「
第
20
回
日
本
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

リ
サ
ー
チ（
Ｏ
Ｒ
）学
会
学
生
論
文
賞
」
を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
、同
会

が
昭
和
58
年
度
に
制
定
し
、学
生
に
よ
る
優
れ
た
Ｏ
Ｒ
に
関
す
る
研

究
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

　
今
回
、「D

y
n
am
ic

　 L
ig
h
t-p
ath

　 C
on
fig
u
ration

　 w
ith
 

G
M
P
L
S
 

　for

　 W
D
M
 

　N
etw
ork
s

」
と
い
う
論
文
（
同
氏
修
士
論

文
）に
対
し
て
同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。 

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
氏
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

 

　
こ
の
た
び
、同
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
今
後
も
研
究
に
邁
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

  

　
W
D
M （W

ave

　length 

　D
ivision

　 M
ultiplexing

） 網
で
は
、１

本
の
光
フ
ァ
イ
バ
に
複
数
波
長
を
多
重
化
す
る
こ
と
で
高
速
高
帯
域

伝
送
が
実
現
さ
れ
ま
す
。こ
の
W
D
M
網
で
用
い
ら
れ
る
O
A
D
M 

（O
ptical 

　A
dd/D

rop 

　M
ultiplexer

）で
は
、伝
送
ノ
ー
ド
間
に
波

長
パ
ス
を
設
定
す
る
こ
と
で
デ
ー
タ
伝
送
を
行
い
ま
す
が
、波
長
パ
ス

が
半
固
定
的
で
あ
る
た
め
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
変
動
の
激
し
い
環
境
で
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
性
能
低
下
が
生
じ
ま
す
。
そ
こ
で
本
論
文
に
お
い
て
、

O
A
D
M
で
構
成
さ
れ
た
W
D
M
網
で
の
動
的
な
波
長
パ
ス
設
定
手

法
の
提
案
及
び
性
能
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
本
手
法
は
、次
世
代
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
適
用
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、本
論
文
で

用
い
た
待
ち
行
列
理
論
に
よ
る
近
似
解
析
は
、通
信
シ
ス
テ
ム
の
新
た

な
性
能
評
価
手
法
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
回
の
受
賞
に
際
し
ご
指
導
、ご
支
援
を

賜
わ
り
ま
し
た
応
用
シ
ス
テ
ム
科
学
講
座
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 



AUTUMN 2002  せんたん １３ 

受 賞 受 賞 

　
河
野
憲
二 

　

遺
伝
子
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
教
授（
動
物
細
胞

工
学
部
門
）が
、「
第
２
回
バ
イ

オ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ペ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
。
同
賞

は
、バ
イ
オ
産
業
の
国
際
競
争

力
を
高
め
る
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
、優
れ
た
研
究
シ
ー
ズ
の

発
掘
と
、そ
の
迅
速
な
ビ
ジ
ネ

ス
化
の
た
め
、関
西
の
産
学
官

が
一
体
と
な
り
、大
学
・
研
究
機

関
の
研
究
シ
ー
ズ
を
活
用
し
、（
１
）バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
起
業
、（
２
）

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ズ
の
発
掘
、企
業
へ
の
移
転
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、平

成
12
年
度
か
ら
大
阪
府
を
中
心
に
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

　
今
回
、「
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
法
に
よ
る
各
種
病
態
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
の
作
製
と

そ
の
治
療
法
の
開
発
」
と
い
う
提
案
に
対
し
て
同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。 

　
授
賞
式
は
、４
月
15
日（
月
）、千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
府
　

豊
中
市
）に
お
い
て
行
わ
れ
た
。 

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

 

　
本
学
に
来
て
か
ら
始
め
た
研
究
の
一
つ
が
、基
礎
研
究
と
し
て
花

開
き
、応
用
研
究
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
と
評
価
を
頂
い
た
こ
と

は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。こ
の
研
究
を
一
緒
に
や
っ
て
き
た
、

ス
タ
ッ
フ
・
学
生
達（
卒
業
生
）と
共
に
喜
び
た
い
。
も
ち
ろ
ん
今
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、基
礎
研
究
だ
け
で
な
く
応
用
研

究
と
し
て
ど
こ
ま
で
発
展
で
き
る
の
か
楽
し
み
に
し
て
い
る
。な
お
、こ

の
コ
ン
ペ
に
は
、前
学
長
の
山
田
康
之
先
生
の
グ
ル
ー
プ
も
応
募
さ
れ
て

お
り
、同
様
に
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
を
併
せ
て
ご
報
告
す
る
。 

　
新
名
惇
彦
　 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
研
究
科
長（
植
物
代
謝
調
節

学
講
座
教
授
）が
、「
有
馬
啓
記

念
バ
イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
協

会
賞
」
を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
、

財
団
法
人
バ
イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
協
会
初
代
会
長
、有
馬 

啓 

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
遺
徳

を
記
念
し
て
平
成
２
年
に
創
設

さ
れ
た
も
の
で
、バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
及
び
バ
イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
の
分
野
に
お
い
て
、顕
著
な
学
術
的
ま
た
は
技
術
的
な
研
究
業

績
を
あ
げ
た
研
究
者
ま
た
は
小
グ
ル
ー
プ（
60
歳
未
満
）に
、毎
年
１

な
い
し
２
件
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

　
今
回
、「
植
物
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
基
礎
及
び
開
発
研
究
」の
研

究
成
果
に
対
し
て
同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。 

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
研
究
科
長
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

 

　
受
賞
対
象
の
植
物
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
基
礎
と
開
発
研
究
は
、

本
学
に
赴
任
し
て
８
年
間
、植
物
代
謝
調
節
学
講
座
の
全
員
で
推
進

し
て
き
た
も
の
で
す
。バ
イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
協
会
は
わ
が
国
の
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、主
と
し
て
微
生
物
の
応
用
技
術
の
推
進
を
図
っ
て

き
た
団
体
で
す
が
、そ
こ
で
植
物
の
研
究
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
、日

頃
、「
植
物
は
理
想
の
バ
イ
オ
リ
ア
ク
タ
ー（
太
陽
電
池
を
備
え
た
物

質
生
産
工
場
で
あ
り
し
か
も
生
分
解
性
の
工
場
）」
と
主
張
し
て
い
る

者
と
し
て
、有
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

河
野
憲
二 

　

遺
伝
子
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
が 

「
第
２
回
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ペ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
優
秀
賞
」
を
受
賞 

新
名
惇
彦 

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
長
が 

「
有
馬
啓
記
念 

　
バ
イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
協
会
賞
」
を
受
賞 

森
岡
涼
子
さ
ん（
情
報
）が 

「
2
0
0
2
年
日
本
神
経
回
路
学
会 

奨
励
賞
」
を
受
賞 

　
情
報
科
学
研
究
科（
論
理
生
命
学
分
野
）所
属
の
森
岡
涼
子
さ
ん

（
博
士
後
期
課
程
１
年
）が
、「
2
0
0
2
年
日
本
神
経
回
路
学
会
奨

励
賞
」
を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
、神
経
回
路
に
関
す
る
科
学
技
術
の

奨
励
の
た
め
、有
為
と
認
め
ら
れ
る
新
進
の
科
学
者
ま
た
は
技
術
者

に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、全
国
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
論
文
を
発
表

し
た
35
才
以
下
の
講
演
者
か
ら
選
定
さ
れ
る
。 

　
今
回
、「
変
分
法
的
ベ
イ
ズ
法
を
用
い
たm

R
N
A

発
現
解
析
」
と
い

う
研
究
に
対
し
て
同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。 

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
氏
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

 

　
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
い
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

遺
伝
子
の
転
写
制
御
は
、遺
伝
子
間
に
相
互
作
用
が
あ
り
、遺
伝
子

の
数
が
最
低
で
も
数
百
と
い
う
オ
ー
ダ
ー
の
た
め
、観
測
で
き
る
ふ
る

ま
い
の
解
釈
が
複
雑
に
な
り
ま
す
。こ
の
研
究
で
、そ
の
転
写
制
御
の

産
物
に
注
目
し
た
解
析
で
模
索
し
て
い
る
時
に
、自
分
が
仮
定
し
た

事
に
多
少
で
も
良
い
方
向
か
ら
光
が
当
た
っ
て
い
る
と
感
じ
る
と
、小

さ
な
こ
と
で
も
、大
き
な
喜
び
で
し
た
。 

　
研
究
に
あ
た
っ
て
、遺
伝
子
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
生
体
情
報
学
講

座  

　

森  

　

浩
禎 

　 

教
授
、大
島 

　

拓 

　

助
手
に
、生
物
実
験
を
基
礎
か
ら

指
導
し
て
頂
き
、失
敗
の
連
続
で
も
、叱
責
で
は
な
く
常
に
励
ま
し
を

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、情
報
科
学
研
究
科 

　

石
井
　

信 

　

教
授
に
終
始
に

わ
た
り
丁
寧
に
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。こ
の
場
を
借
り
て
深
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 
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お 詫 び と 訂 正  
前号（Volume 11 no.1）の20・21頁「各研究科でアワード表彰式を開催」の欄で、バイオサイエンス研究科 優秀研究賞の高橋和利さんと 

古谷将彦さんの写真が入れ替わって掲載されました。両氏に多大なご迷惑をおかけしたことをお詫びするとともに、訂正して再度掲載いたします。 

太
田
　 

淳
　 

物
質
創
成
科
学
研
究
科
助
教
授
、 

香
川
景
一
郎 

　 

同
助
手
ら
が 

「
Ｉ
Ｐ
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ワ
ー
ド
開
発
助
成
部
門 

開
発
奨
励
賞
」
を
受
賞 

　
太
田 

　

淳
　 

物
質
創
成
科
学
研
究
科

助
教
授
、香
川
景
一
郎 

同
助
手（
光
機
能

素
子
科
学
講
座
）ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

が
、「
Ｉ
Ｐ
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ワ
ー
ド
開
発
助

成
部
門
開
発
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
。

同
賞
は
、シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
に
使
う
独
創

的
で
優
れ
た
Ｉ
Ｐ（
回
路
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
な
ど
の
設
計
資
産
）の
開
発
を
支
援

し
、半
導
体
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、日
経
Ｂ
Ｐ
社
を
中
心
に

各
産
業
界
の
協
賛
の
も
と
平
成
10
年
６
月
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、

同
講
座
の
西
村
智
博
さ
ん（
博
士
前
期
課
程
２
年
）、平
井
隆
夫
さ
ん

（
平
成
14
年
３
月
博
士
前
期
課
程
修
了
）、布
下
正
宏
同
研
究
科
教

授
及
び
共
同
研
究
先
の
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
で
あ
る
マ
イ
ク
ロ
シ
グ
ナ
ル
株
式
会
社
の
山
嵜
康
司
氏
、山
田
雅
司

氏
、杉
下
正
蔵
氏
、渡
辺
國
寛
氏
と
の
共
同
受
賞
で
あ
る
。 

　
今
回
、光
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
用
ビ
ジ
ョ
ン
チ
ッ
プ
に
関
す
る
「
光
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
用
フ
ォ
ー
カ
ス
読
出
し
方
式
ビ
ジ
ョ
ン
チ
ッ
プ
の
開
発
」
に
対
し
同
賞

が
授
与
さ
れ
た
。 

　
受
賞
に
つ
い
て
の
太
田
助
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。 

 

　
本
賞
は
独
創
性
の
み
な
ら
ず
実
用
的
な
視
点
も
問
わ
れ
る
も
の

で
、応
募
内
容
全
て
に
対
し
て
協
賛
企
業
の
方
々
よ
り
厳
し
い
コ
メ
ン

ト
が
頂
け
る
。こ
れ
は
他
の
受
賞
に
は
無
い
も
の
で
あ
り
、次
の
研
究

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
大
変
有
益
な
も
の
で
あ
る
。
今
後
と
も
研

究
を
一
層
進
め
て
応
募
し
、よ
り
よ
い
受
賞
を
狙
い
た
い
。 

高橋和利さん 
バイオサイエンス研究科 
博士前期課程２年 
動物分子工学部門 

（遺伝子教育研究センター） 

古谷将彦さん 
バイオサイエンス研究科 
博士前期課程２年 
形質発現植物学講座 

　
大
学
時
代
の
私
の

専
攻
は
物
理
化
学

で
、入
学
当
時
は
生

物
学
の
知
識
は
全

く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
授
業
に
も
つ
い
て

い
く
こ
と
が
で
き

ず
、不
安
を
感
じ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
状
況
で
研
究
室
に
配
属
さ
れ
た
た
め
、右
も
左
も
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、皆
様
の
指
導
の
も
と
に
実
験
を
始
め
て
み
る
と
作
業
の

全
て
が
新
鮮
で
非
常
に
興
味
深
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
修
士
課
程
の
２
年

間
で
学
会
発
表
等
多
く
の
こ
と
を
経
験
出
来
た
こ
と
は
研
究
を
続
け
て
い

く
上
で
大
き
な
財
産
で
あ
り
、こ
の
成
果
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は

非
常
に
幸
せ
な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
私
が
研
究
に
打
ち
込
め
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ

や
技
官
の
方
々
、多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
、や
り

が
い
の
あ
る
テ
ー
マ
を
与
え
て
い
た
だ
き
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

　
こ
の
度
、本
賞
を
受
賞
で
き
た
の
は
ひ
と
え
に
皆
様
の
指
導
が
あ
っ
て
こ

そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
を
糧
に
今
後
も
研
究
活
動
に
励
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
は
、
優

秀
研
究
賞
と
い
う

名
誉
あ
る
賞
を
い
た

だ
き
、誠
に
光
栄
に

思
い
ま
す
。 

　
私
は
形
質
発
現

植
物
学
講
座
に
所

属
し
、植
物
の
胚
頂

端
領
域
に
お
け
る
オ

ー
キ
シ
ン
の
影
響
に

つ
い
て
研
究
を
行
い
ま
し
た
。オ
ー
キ
シ
ン
が
胚
頂
端
部
の
パ
タ
ー
ン
形
成
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
示
唆
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
分
子
機
構

に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、私
は
そ
の
分
子
機

構
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
研
究
に
取
り
組
み
、博
士
前
期
課
程

の
２
年
間
を
通
じ
て
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
も
、先
生
や
研
究
室
の
仲
間
と
の
意
見
の
や
り
取
り
や
熱
い
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
え
た
こ
と
、そ
し
て
充
実
し
た
実
験
設
備
な
ど
、恵
ま
れ

た
環
境
下
で
研
究
で
き
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
日
頃
か
ら
暖
か
く
ご

指
導
く
だ
さ
っ
た
田
坂
昌
生
先
生
、相
田
光
宏
先
生
、田
坂
研
究
室
の
皆
様

に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
博
士
後
期
課
程
に
お

き
ま
し
て
も
、こ
の
賞
を
励
み
に
精
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

西村さん 香川助手 太田助教授 
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バイオ、アドバイザー委員会を開催 
於事務局及びバイオサイエンス研究科。新名同研究科長から研究科の現状について報告後、新任教官によ
る研究内容の紹介が行われた。そして、前年度に開催された本委員会での助言に対する研究科の取組みにつ
いて説明があり、さらに今後の研究科と大学の在り方や求められるものについて、活発な意見交換が行われた。 
 
調査センター、特許セミナーを開催 
於各研究科。研究者の研究成果を特許化するために必要な基礎知識を解説し、特許に対する意識の向上を
図る目的で、情報科学・バイオサイエンス・物質創成科学の3研究科特有の研究内容に考慮して、それぞれの
専門分野を得意とする特許事務所から講師を招いた。教官、大学院生合わせて約150名が参加した。 
 
学長説明会を開催 
於ミレニアムホール。教職員の大学改革への理解を深め、意識の向上を図ることを目的として、鳥居学長が「本
学の将来構想と当面の諸課題について」と題し説明を行った。 
 
韓国科学技術院（KAIST）が本学を訪問   
KAISTの事務代表団が、本学を表敬訪問した。 
 
物質、ジョイントシンポジウム「表面解析の新展開」を開催 
於物質創成科学研究科。豊田工業大学の研究者10名と、同研究科の凝縮系物性学講座を中心とする研究
グループ24名とのジョイントシンポジウムで、それぞれの技術の特長と効果について討論し、併せて見学会を行
った。 

 
バイオサマースクールを開催 
於バイオサイエンス研究科・遺伝子教育研究センター。巧妙な生命の仕組みを自分の目で見、手で触って実感
し、生物を楽しく学んでもらうために企画。8回目となる今回は、高校生82名と教員3名が参加した。 
 
東明文化学園の一行が本学を訪問 
韓国・釜山の学校法人、東明（Tongmyong）文化学園の一行が、生命科学分野の学部を有する新しい学校
の創設準備のため、本学を視察した。 
 
物質、体験入学会を開催 
於物質創成科学研究科。大学生、高等専門学校生、高等学校・中学校の理科教諭等を対象に、教官の指導
のもとで、最新の設備を使って物質科学研究の最先端を体験してもらうために企画。初の試みである今回は、
全国の大学から11名が参加、うち2名が外国人留学生と、多彩な顔ぶれであった。 
 
バイオ、大学生インターンシップを開催 
於バイオサイエンス研究科。大学1～3年次生を対象に、実際の研究現場での実験・実習、講義の受講及び大
学院教官との交流を通じて大学院生活を体験し、将来の進路選択の一助となるよう企画。4回目となる今回は、
全国19大学から34名が参加した。 
 
第1回NAIST産学連携フォーラム「ナノテクへの挑戦」を開催 
於関西経済連合会。平成10～13年度まで毎年1回開催してきた「NAIST関西フォーラム」を名称変更し、本
学の先端的な研究成果や独創的な研究を紹介するとともに、関西における研究実務者レベルの交流を定期
的に行うことを目的に今年度から年3回実施することとなった。第1回となった今回は、産業界等から約50名が
参加した。 

 
奈良県大学連合公開講演会「2002年度（前期）なら講座」を開催 
於帝塚山大学学園前キャンパス。奈良県大学連合に加盟している9大学が協力して地域社会に貢献すること
を目的に企画。山本平一情報科学研究科教授が「携帯電話の仕組みとこれからの通信ネットワーク」と題し講
演を行った。  
 
台湾考察団が本学を訪問 
台湾の政府機関及び研究所から、経済部工業局民生化工所副所長である王 雅各（Wang, Ya-Ger）氏ほか６
名が、日本におけるバイオパークの設置及び管理に関する現状の考察のため、本学を訪問した。 
 
学位記授与式 
於附属図書館。情報科学研究科博士後期課程６名、同前期課程１名、バイオサイエンス研究科博士後期課
程４名、物質創成科学研究科博士後期課程２名の課程修了者に学位記が授与された。 
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表紙デザイン 一面の海。何もない所に何かを創造するのは大変な作業である。それでも、一つ一つ積み重ねることによって一つの物が生
まれる。建造物の先には太陽とも言える光が見える。こつこつと積み重ねる日々の努力の先に明るい未来があることを想像さ
せる。奈良先端科学技術大学院大学の日々の努力は、積み重ねられ、新しい発見や、創造を見出せる。そんな「希望」のイメ
ージである。 
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